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ガバナーメッセージ

4月、春の光に包まれ、新たな一歩を踏み出す季

節となりました。色とりどりのチューリップが咲き

誇るこの時期は、出会いと始まりの象徴でもありま

す。チューリップの花言葉は「思いやり」「博愛」「希

望」。まさに、私たちロータリーが大切にしてきた価

値そのものです。

4月はロータリー環境月間でもあります。自然と

共に生きること、地域と向き合うこと、そして次世

代の未来に責任を持つこと――これらは、誰か一人

の力ではなく、互いに手を取り合ってこそ実現でき

る課題です。環境問題、平和、地域の再生はいずれも、

今を生きる私たちの「選択」によって、その先の未来

が形づくられていきます。

私たち第2520地区では、松島湾をはじめとする地

域の自然と向き合いながら、震災後の復興と環境再

生に取り組んできました。海を守ることは、暮らし

を守り、文化を守り、未来を守ることにつながります。

こうした歩みは決して派手ではありませんが、地域

の方々と心を通わせ、共に考え、共に行動してきた

結果として、確かな意義を積み重ねてきました。

一本一本のチューリップが寄り添い合って花壇を

彩るように、小さな行動の積み重ねが、やがて大き

な希望の景色を生み出します。ロータリーの奉仕と

は、目の前の課題から逃げず、「今、何を選ぶのか」

を問い続ける営みであり、その選択の先に未来が拓

かれていくのだと、改めて感じています。

そしてこの4月、私たち第2520地区にとって大き

な節目となる地区大会を迎えます。4月17日（金）・

18日（土）、会場はホテルメトロポリタン仙台。

地区大会のスローガンは、**「手を取って未来へ」

**です。

課題が複雑化し、分断が進みがちな時代だからこ

そ、世代を超え、国境を越え、立場の違いを越えて、

対話と協働を重ねることが求められています。この

スローガンには、ロータリアン一人ひとりが主体的

に関わり、共に未来を選び取っていこうという願い

を込めました。

今回の地区大会では、駐日ウクライナ全権大使 ユ

ーリ・ルトビノフ閣下を来賓としてお迎えし、講話

をいただく予定です。困難な状況の中にあっても、

平和と再建への歩みを止めないウクライナの現状と、

未来への希望は、私たちに「国境を越えて手を取るこ

と」の意味を深く問いかけてくれることでしょう。

また、日本各地のロータリー地区が連携し、ウク

ライナ支援と相互理解を目的として設立された日本

ウクライナ国際共同委員会（ICC）には、現在15地区

が参加しています。この委員会は、支援する側・さ

れる側という関係を超え、人と人、地域と地域が対

等な立場で結ばれる協力のかたちを目指しています。

教育、医療、文化交流などを通じ、「共に未来を築く」

という選択が、着実に広がっています。

地区大会は、学びと交流の場であると同時に、ロ

ータリアン一人ひとりが「自分はどのような選択を

し、誰と手を取り合うのか」を見つめ直す機会でもあ

ります。足元の地域から世界へ、そして次の世代へ

――そのつながりを、ぜひ実感していただきたいと

思います。

チューリップが春の訪れを告げるように、私たち

ロータリアンの行動が、未来への希望を告げる存在

であり続けることを願って。

― 手を取って未来へ ―
私たちの選択が、明日をつくる
国際ロータリー第2520地区ガバナー

加 藤　雄 彦 TAKEHIKO KATOH

UNITE FOR GOOD
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私の家の家業は先祖代々漁業（定置網）を生業としてき

ました。

定置網とは、陸から数キロ離れた海中の定まった場所

に網を設置し、魚を取る漁法のことです。三陸沖は世界

三大漁場の一つであり親潮（寒流）と黒潮（暖流）がぶつか

る潮目があり植物プランクトンが大量に発生し、尚且つ

リアス式海岸で森からのミネラルが川を伝い流れ込む大

変豊かな漁場です。

毎年夏場になるとウミガメが定置網に迷い込むことが

あり、今から約10年前から大槌町にある東京大学大気海

洋研究所の研究員から定置網に迷い込んだウミガメを研

究のため引き渡してくれないかとの依頼があり現在も行

っております。保護したウミガメは『バイオロギング』と

言われる新たな生態調査を行っています。

（以下、東京大学大気海洋研究所HPより引用）

・動物の生態調査の新手法、バイオロギングとは？

皆さんはバイオロギングという言葉を知っています

か？バイオロギングができる前は、自然の中で観察した

り、動物を飼育したりすることで生態を調べようとして

いました。しかし、海の中や森の中、空の上まで野生動

物を追いかけていくことはできませんし、飼育されてい

る動物は野生の状態とは違った動きをしているかもしれ

ません。そこで、動物への負荷を配慮した小型の計測器

を動物に搭載し、その計測器を回収することでデータを

得て動物の自然な姿や行動を調べるバイオロギングとい

う手法が編み出されました。バイオロギングができて以

来、様々なナゾが解き明かされています。

・バイオロギングでなにがわかるのか？

現在多くの海洋生物が絶滅の危機に瀕しています。そ

んな動物たちを保護するために有効な手段を講じるため

には、例えば、どこで何を食べているのか、といった基

礎的な生態の正しい知識が必要不可欠です。バイオロギ

ングはこれまでわかっていなかった動物たちの様々な基

礎生態を明らかにしています。

（以上、引用終了）

私がこのプロジェクトのレポートを拝見して特に心に

響いたのはバイオロギングにおける収集したデータが本

来の目的であったウミガメの保護や生態調査の枠を飛び

越え、他の様々な分野で役立つ可能性があることです。

例えば気象予報の分野でウミガメのモニタリングによ

って観測された水温が時間別・水深別に把握できるよう

になり予報精度が明らかに改善されました。人工衛星に

よる既存の気象観測網を補完し相互的な役割が期待され

ます。

このプロジェクトはロータリーの奉仕活動における天

然資源の保護・保全、持続可能な社会の実現、気候変動

への対策など、環境問題に関する人と環境の調和を推進

するものであると思料します。

特別月間テーマに寄せて

「環境月間によせて」

山田ロータリークラブ 幹事

昆　千里
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行事報告①

2026年1月31日（土）

1月31日、第二分区インターシティミーティングが開催され、加

藤ガバナー、柴田ガバナーエレクトをはじめ、パストガバナーの皆

様ならびに第二分区ロータリアン計107名が参加し、盛会のうちに

終了いたしました。

本会は三部構成で行われ、開会式典に続き、宮里唯子パストガバ

ナーによる基調講演では「DEIの文化はロータリーにとってなぜ大切

なのか」をテーマに、誰もが居心地のよいクラブづくりや次世代育成

の重要性についてご講演いただきました。軽快な語り口と会場との

活発なやり取りにより、終始和やかな雰囲気の中、学びの多い時間

となりました。

交流懇親会では親睦を深め、「手に手つないで」を斉唱し、和やか

な雰囲気の中、閉会いたしました。

2026年2月14日（土）陸前高田ロータリークラブがホストクラブと

して第3分区のIMを開催いたしました。加藤雄彦ガバナーはじめ66名

のロータリアンのご出席をいただきました。

第1部では各クラブの近況報告があり、活動報告やクラブの課題な

ど発表していただきました。特に会員減少は共通の課題であり、新た

なクラブの在り方について加藤ガバナーより講評いただきました。

第2部では陸前高田出身で人気YouTuberの長野雅樹様の「企業と

SNSの可能性」と題して講演され、今後の情報発信の方向性について

学び、各クラブ、個人にも参考になる講演会でした。

次年度IMホストクラブの一関RC代表の挨拶をいただき、盛会のう

ちに閉会しました。

第2分区インターシティミーティング
大成功に終わる

第3分区インターシティ・ミーティング

奥州ゾーン ガバナー補佐

安藤　早苗

陸前高田ロータリークラブ IM実行委員長

佐々木 康樹
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行事報告②

【2025-2026年度 後期会長幹事会】

「前期/後期会長幹事会」感想文

RAC地区代表

和田　夏歩 (仙台ローターアクトクラブ)

2025-2026年度　国際ロータリー第2520地区

地区RA幹事  舘洞光 (宮古ローターアクトクラブ)

2026年2月15日、仙台市内で後期会長幹事会を開催

しました。

本会議では、加藤ガバナーよりローターアクト年齢

制限再検討について、柴田ガバナーエレクトより国際

協議会での報告があり、ローターアクターとしての会

員増強の必要性を改めて認識しました。

また、各クラブの前期・後期活動を共有し、多様な

奉仕活動の中で、ローターアクトの活動を地域へ発信

する取り組みが多く見られました。あるクラブでは、

ショッピングセンターが主催する広告機会を活用し、アクト活動の認知度向上を図っていました。会員増強

に向けて、インターアクトや知人への声かけに加え、社会へアピールを強化することは、今後地区として取

り組むべき課題であると再認識いたしました。

残り半期も、地区全体で集大成に向けて走っていきたいと思います。

私たち第2520地区ローターアクトクラブは、令和6年8月2日(土)前期会長幹事会、令和7年2月15日(日)後

期会長幹事会を開催いたしました。

私は今年度からローターアクトクラブに入会し、地区RA幹事と言う役割で活動に参加させていただいてお

ります。両会議で、私は司会進行を務めさせていただきました。

前期・後期会長幹事会を通じて、司会進行を行いながらも各クラブの活動計画・報告を拝見させていただき、

どのクラブも大変楽しく、やりがいのある活動を行っている印象が伺えました。また、懇親会の場でも、私

を含め皆様がクラブの壁を越えて仲睦まじく交流を図られており、2520地区ローターアクトの活気の源を実

感することが出来ました。

これからも地区幹事として、2520地区の活動をより活発かつ円滑に進めていけるよう、各クラブや地区役

員との連絡調整を徹底し、活動に関わる全ての皆様が安心して楽しく活動に参加できるよう、基盤を作って

まいります。
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2026年6月13日 から17日まで、 台 湾・ 台 北 市 に

お い てロ ータリー 国 際 大 会（Rotary International 

Convention Taipei 2026）が 開 催 され ま す。 世 界

160以上の国と地域からロータリアンが集う、ロータ

リー最大の国際的祭典です。

本大会の「ハウス・オブ・フレンドシップ」には、第

2520地区も出展し（Booth #453）、本地区が推進す

る国際奉仕、とりわけ日本・ウクライナ国際共同委員

会（ICC）の取り組みを中心に、平和と人道支援の活動

を世界に発信いたします。

地区大会（4月17日・18日 仙台）でご紹介するICCの活動や国際プロジェクトは、ま

さに今年度のテーマ 「UNITE FOR GOOD」  を体現するものです。人と人が手を取り

合うとき、そこから新しい友情と希望が生まれます。

台北の地で、第2520地区の歩みと志を世界のロータリアンと分かち合えることを、

大きな喜びと誇りに感じております。

ガバナー加藤雄彦

親愛なる国際ロータリー第２５２０地区ロータリアンへ

「日本・ウクライナ国際共同委員会」のブース（第２５２０地区登録）が
台北国際大会「友愛の広場＃４５３」(House of Friendship)に出展します。

「日本・ウクライナ国際共同委員会」ブース出展・新入会員紹介・退会者報告

仙台 RC

2026.2.10 入会
鉄道建設

木
き む ら

村　英
ひ で あ き

明

仙台西 RC

2026.2.6 入会
不動産業

大
おおたき

滝　歩
あゆむ

新 入 会 員 紹 介 退 会 者 報 告

クラブ名 氏　　名 職業分類 退会日

岩出山RC 文屋　智和 自動車販売 2026.2.5

仙台RC 永田　武久 建設業 2026.2.10

仙台奥羽RC 奥村　滋子 印刷・出版 2026.2.24

名取RC 横山　孝幸 不動産 2026.2.28

名取RC 外谷　逸也 建築 2026.2.28

奥州水沢東RC 高橋　俊幸 ゴルフ場 2026.2.28

 

名取 RC

2026年2月13日ご逝去

1993年9月1日入会

（享年84歳）

菊地　泰治

訃
　      

報

謹
ん
で
ご
冥
福
を

　
　

お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。
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クラブ会員数・寄付状況

分　区 No. クラブ名 会員数
（内女性）

財団寄付累計額
（ポリオ指定）

米山寄付
累計額

第
一
分
区

久慈・二戸

1 久慈 24 (1) 184,270 39,510 47,000

2 二戸 47 (5) 310,219 201,019 415,000

3 種市 17 (0) 4,936 4,936 0

盛　　岡

4 盛岡 72 (2) 1,149,459 141,905 890,000

5 盛岡北 38 (3) 486,021 178,814 194,000

6 盛岡西 22 (2) 359,287 95,847 85,000

7 盛岡南 47 (2) 763,840 178,640 194,000

8 盛岡東 27 (3) 1,445,402 221,544 128,000

9 盛岡中央 27 (4) 276,087 60,487 57,500

10 盛岡西北 40 (5) 661,339 10,227 160,000

11 盛岡滝ノ沢 4 (3) 0 0 0

分区合計 365 (30) 5,640,860 1,132,929 2,170,500

第
二
分
区

花巻・北上

12 花巻 31 (2) 638,419 23,100 191,000

13 花巻南 29( 1) 285,585 60,597 174,000

14 花巻北 41 (3) 343,338 15,326 0

15 北上 38 (4) 156,002 70,532 411,000

16 北上西 20 (4) 93,600 32,000 139,000

17 北上和賀 21 (4) 474,024 158,324 63,000

奥　州

18 前沢 9 (0) 189,500 35,500 45,000

19 水沢 16 (1) 74,413 0 164,000

20 奥州水沢東 36(7) 209,035 209,035 0

分区合計 241(26) 2,463,917 604,415 1,187,000

第
三
分
区

一関・平泉

21 花泉 10 (2) 138,851 50,004 110,000

22 一関 12 (1) 156,278 18,200 39,000

23 一関中央 14 (6) 428,935 154,000 456,000

大船渡・高田・
千厩・気仙沼

24 大船渡 27 (2) 96,769 96,769 56,000

25 大船渡西 29 (4) 265,009 219,048 175,000

26 陸前高田 14 (0) 76,299 22,134 17,000

27 千厩 22 (3) 0 0 0

28 気仙沼 18 (0) 0 0 0

29 気仙沼南 35 (1) 34,981 34,981 205,000

分区合計 181 (19) 1,197,122 595,136 1,058,000

第
四
分
区

遠野・釜石

30 釜石 21 (2) 519,790 73,181 60,000

31 釜石東 29 (3) 154,000 0 80,000

32 大槌 6 (0) 46,200 18,480 18,000

33 遠野 10 (2) 200,001 50,001 0

山田・宮古

34 宮古 29 (3) 311,584 95,084 116,000

35 宮古東 20 (1) 209,283 20,671 70,000

36 山田 19 (1) 116,601 24,201 0

分区合計 134 (12) 1,557,459 281,618 344,000

2月ロータリーレート＄： 154

分　区 No. クラブ名 会員数
（内女性）

財団寄付累計額
（ポリオ指定）

米山寄付
累計額

第
五
分
区

三陸

37 石巻東 39 (0) 670,987 370,687 235,000

38 石巻西 32 (3) 498,496 21,096 15,500

39 石巻南 20 (1) 315,206 7,206 9,500

登米・栗原

40 栗駒 13 (1) 78,120 78,120 0

41 築館 17 (2) 717,640 78,540 837,000

42 佐沼 58 (7) 240,918 19,761 387,000

43 若柳 25 (7) 100,100 0 27,000

分区合計 204 (21) 2,621,467 575,410 1,511,000

第
六
分
区

大崎

44 古川 41 (2) 470,516 25,000 346,000

45 古川東 43 (1) 325,562 65,355 415,000

46 岩出山 10 (1) 119,895 57,879 105,000

47 加美 19 (0) 15,400 0 0

松塩

48 松島 5 (0) 169,400 0 10,000

49 塩釜 28 (1) 47,973 0 265,000

50 塩釜東 11 (1) 28,630 15,414 32,000

51 多賀城 21 (3) 149,206 44,156 186,000

多賀城1300 22 (6) 0 0 0

52 利府 8 (1) 23,693 0 32,000

53 七ヶ浜 13 (1) 65,000 0 0

分区合計 221 (17) 1,415,275 207,805 1,391,000

第
七
分
区

仙台青葉

54 仙台 128 (5) 4,954,178 419,150 1,452,100

55 仙台泉 52 (3) 447,467 65,282 343,000

56 仙台青葉 46 (0) 44,337 44,337 357,000

57 仙台冠 22 (4) 105,763 32,894 44,000

58 仙台レインボー 10 (3) 39,678 12,403 45,641

仙台広瀬

59 仙台南 45 (3) 841,053 116,096 240,000

仙台南ー
白石衛星 18 (8) 0 0 0

60 仙台北 59 (3) 301,609 277,431 300,000

61 仙台東 52 (0) 304,359 273,559 657,500

62 仙台西 37 (1) 294,873 9,881 255,000

63 仙台宮城野 30 (2) 10,801,143 5,357,092 157,000

64 仙台奥羽 22 (4) 193,821 49,238 47,000

分区合計 521 (35) 18,328,281 6,657,363 3,898,241

第
八
分
区

阿武隈

65 岩沼 26 (2) 433,796 135,623 442,500

66 名取 31 (3) 278,960 67,187 122,500

67 亘理 11 (0) 97,020 13,860 44,000

68 角田 17 (0) 52,429 52,429 0

69 丸森 15 (0) 0 0 0

蔵王

70 白石 19 (3) 164,578 0 67,500

71 柴田 19 (1) 453,492 26,137 254,000

72 村田 13 (1) 60,060 0 52,000

73 大河原 31 (4) 192,891 97,303 242,000

分区合計 182 (14) 1,733,227 392,540 1,224,500

地区合計 2,049 (174) 34,957,607 10,447,215 12,784,241

RAC（4）

1 宮古RAC 9 (4) 0 0 0

2 古川東RAC 8 (2) 0 0 0

3 仙台RAC 3 (0) 0 0 0

4 仙台泉RAC 28 (8) 341,200 73,136 0

RAC合計 48 (14) 341,200 73,136 0

「 善 意 を 尽くせ ば 、い つ か そ の 善 意 は 戻ってくる」
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地区大会のご案内・お知らせ・編集後記

国際ロータリー第２５２０地区
2025-2026年度 地区大会

大会スローガン

手を取って未来へ
（Hand in hand to the future）

   2026.4.17（fri.）
ホテルメトロポリタン仙台

     2026.4.18（sat.）
ホテルメトロポリタン仙台

①地区ロータリー研究会  ②地区財団表彰式
③駐日ウクライナ特命全権大使 歓迎夕食会

④本会議　　⑤大会懇親会

1日目

２日目

2026.3.16　�「日本・ウクライナ国際共同委員会」のブース（第２５２０地区登録）が 
台北国際大会「友愛の広場＃４５３」(House of Friendship)に出展します

第2520地区ホームページからのお知らせ　※詳細はホームページをご覧ください

　来る4月17日（金）、18日（土）、いよいよ加藤ガバナー年度の最大イベント、「国際ロータリー第2520地区大会2025-2026年度地区大会」が、ホテル
メトロポリタン仙台を会場に開催されます。
　ホストクラブである仙台ロータリークラブをはじめ、多くの大会スタッフが入念に準備を進めてまいりました。
　本大会スローガンは、「手を取って未来へ」です。東日本大震災15年の節目でもありますし、日本初となる日本–ウクライナ国際共同委員会

（ICC）の推進や、韓国第3640地区との友好強化など、明るい未来に向けて、より国際性が全面に出る記念すべき大会となります。
第2520地区登録「日本・ウクライナ国際共同委員会」のブースが、台北国際大会「友愛の広場＃453」(House of Friendship)に出展するこ

とも決まりました。
　地区ロータリアンの皆様と、会場でやあ！とお会いできることを楽しみにして、お待ち申し上げております！

月信・ホームページ・ロータリーの友担当幹事　三浦 泰弘（仙台RC）

編集
後記


